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Ⅰ．はじめに 

１．研究の背景と先行研究 

近年、入院患者の高齢化、慢性疾患患者の増加、家庭介護力の低下から、スムーズに退

院することが困難な患者が増加１）、医療費の高騰などから、入院期間短縮、病院から在

宅への移行が積極的に進められている 2）。急性期病院では、自宅に戻るまでの治療計画

を患者や関係医療機関と共有し、退院後も適切な医療提供により在宅復帰できるよう提

言されている 3）。病棟看護師は早い段階で退院支援の必要性を把握し、患者・家族と共

に退院後の生活をイメージして退院支援することが重要である。 

退院支援・調整に関する研究は、病棟看護師の意識調査、退院調整の関わりから課題

を導き出すもの、役割意識の実態調査 12）13）14）がある。しかし、退院支援に関する看護

師の考え方と退院支援行動を促進するための要因を調べる研究は少ない。 

２．目的 

病院から在宅へ移行する高齢患者が在宅療養を安心、納得して継続できるように、病

棟看護師の退院支援への行動の有無と、その支援行動の関連要因を明らかにすることを

目的に高齢者専門病院の病棟看護師に対して調査研究を行った。 

Ⅰ．研究方法 

１．調査対象と所属施設の背景 

対象は、高齢者専門病院の病棟に勤務する師長は除く看護師 200 人であった。病床

数 348 床、平成 20 年度平均在院日数は 14.0 日である。入院患者の平均年齢は 71.6

歳であった。全入院患者のうち 65 歳以上は 77％である。看護職員の総数は 320 名で

ある。うち師長は 8 名であった。 

２．調査方法・調査内容 

調査方法は、郵送法とした。調査期間は、2010 年 4 月 20 日から 5 月 20 日であった。 

調査内容は、峰村らが作成した尺度に、一部項目を加えたものを用いた。調査項目は、

①基本属性②在宅支援の看護についての尺度：ⅰ.『在宅支援への考え方』29 項目ⅱ.『在

宅支援看護の実践』37 項目③『在宅看護の実践』3 項目である。 

３．分析方法 

調査票の退院支援の「考え方」と「実践」の尺度は、選択肢（4 段階評定）を点数と

して各項目の得点も調べ項目ごとに合計点を求めた。質問項目を 6 つのカテゴリーに分

けそれぞれの点数を求めてその分布を調べた。2）退院支援行動の有無と他の要因との関

係をχ２検定にて分析した。3）退院支援実施の有りと無しの間で 6 つのカテゴリーの得

点を検討した（ｔ検定）。有意水準を 5％とした。 

Ⅱ．結果 

 回答者は 82 名（回収率 41%）であった。8 割の看護師が退院支援を実施していた。退

院支援実施の有無と経験年数に有意な関連を認めた。「在宅に向けたケアや退院時の看

護の苦労や工夫」で有意差を認めた。また、病棟外部門との連携を実施する者、訪問看

護に関心の有る者、地域との連携パスを知っている者、病棟外部門や地域との連携に目
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を向けている看護師に退院支援を実施している者が多かった。退院支援実施の有無と「考

え方」では「生活重視の看護」「生活の自立支援」「予測と予防」「ケアマネージメン

ト」の 4 項目で、退院支援実施の有無と「実践」では「生活重視の看護」「生活の自立

支援」「予測と予防」「家族関係の理解と調整」「チームケア」「ケアマネージメント」

の 6 項目すべてにおいて有意な関係を認めた。 

Ⅲ．考察 

退院支援実施の有無と基本属性の関係について、8 割以上は退院支援を実施していた。

しかし、退院支援開始時期では、医師から退院の指示が出てからが最も多く、伴らの研

究 5）でも指摘されたことに一致していた。 

退院支援実施の有無と経験年数には関連があることが示唆された。看護師の経験年数が長いほ

うがさまざまな患者・家族に接した経験を有し、臨床能力も高いため、退院に向けて必要な事項につ

いての知識も多く有するといえる。身近な人の在宅看護・介護の経験の有無では、差はなかった。関

連要因としては、「病棟看護師として今までの経験の中で関わった患者に対し、在宅に向けたケアや

退院時の看護で苦労や工夫」で有意差を認めた。看護師は退院支援の実施に苦労をし、工夫しな

がら取り組んでいる可能性は大きい。退院に向けて病棟外部門と連携を取ったことがある者は、9 割

であり、退院支援を実施している看護師は、病棟外部門との連携を積極的に取りながら退院支援を

進めていると考えられた。急性期を脱した患者の医療は地域にある医療や介護、福祉といった社会

資源との連携を強化 8）する必要があるとされるが、連携強化のためには、退院支援専任の看護師と

病棟看護師の連携と調整が不可欠であるのではないかと考える。さらに、考え方面や実践面で在宅

看護に対する意識が高い看護師には、退院支援を実施している者が多かった。 
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